『紙文夾』「浦紅葉」歌仙分析 by 佐藤 勝明
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元禄時代の俳諧が蕉風一辺倒ではなく、数多の宗匠・点者たちで俳壇が群
雄割拠の相を呈していたことも、すでによく知られる通り。それを総体としてとらえるための「元禄俳諧」 いう術語も、俳諧研究の世界では普及して久しいものの、作品 解明までが格段に進んだわけではない。そうした状況への反省から、未注釈の連句作品を選び、評釈・分析していくことを思い立った。そ 第一弾 して 今回は、
無む
倫りん
編『
俳諧
紙かみ
文ばさみ
夾
』 （元禄十年秋序）に収
められる、不角・無倫・里風・我笑・和英による五吟歌仙を対象とする。同
書は、無倫が一座した歌仙四巻などを収める江戸の俳書で、連衆には江戸を代表する調和・山夕・立志・艶士・不角らが名を揃えるほか、蕉門の嵐雪の参加も見られて、興味をそそられる。上下二冊からなり（当該歌仙は下巻所収） 、上巻は天理図書館綿屋文庫他蔵、下巻は早稲田大学図書館雲英文庫蔵。編者の無倫は江戸本材木町に住む俳諧師で、志村氏。享保八年（一七二三）に六十九歳で没するので、元禄十年（一六九七）はその四十三歳に当た 。当興行の主賓たる不角は、俳諧師のほかに書肆も営む立羽定之助で、この時
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要旨　
元禄期の俳諧の内実を探るために、蕉風以外の未注釈文献から興味深い連句作品を選び、 〔見込〕 〔趣向〕 〔句作〕の三段階分析の手法を用いて、各付合のあ
りよう する。本稿はその第一弾であり、
無む
倫りん
編『
俳諧
紙かみ
文ばさみ
夾』 （元禄十年秋序）に収められる、不角・無倫・里風・我笑・和英による五吟歌仙を対象とする。
そして その により、当歌仙 も心付（句意付）が主流となっていることは確実ながら、前句にふさわしい場面を想像し、位を重視して付けるという芭蕉流の意識を見て取るこ できず、詞 連想に頼った側面も少なからずあることを明らかにする。キーワード：
　
俳諧・元禄期・連句・無倫・紙文夾
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浦辺の秋夕に独自の閑寂味を見いだしたのに対し、自分の見る景観には紅葉があるから、淋しみの味わいも半分に割り引かれるのだとする。と同時に、これは、片面だけが赤い「裏紅葉」の意を掛け 洒落なのでもあろう。俳諧における「秋の暮」は、秋の夕暮の意にも暮秋の意にも用い、両意を兼ねて詠まれる とも少なくない。この場合、定家歌との関係から、 「秋の夕暮」の意味であ 当然ながら 紅葉との兼ね合いによ 、時節が秋 終わり近くであることの含意もあると見ておく。　　　
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〔句意〕千鳥や雁とともに、漁師の子たちも泳いでいる。〔付合〕①前句が浦辺の紅葉を詠んだ に着目し、②紅葉と連想関係 ある雁を想起しながら、その時分の浦 見られそうな光景を探り、③千鳥や雁が泳ぎ、海士の子もまた泳ぐとした。〔備考〕 「千鳥」は、チドリ科の鳥と特定すれば冬 季詞 多数の鳥をさす一般語と見れば雑の扱いに り、詩歌に詠まれた千鳥がそのいずれになるかの分別は難しい。ここは発句 合わせて秋季たるべきと ろであるから、後者と見ておく。 「雁金」は「雁が音」に同じく、本来は雁の鳴き声をさし、転じて雁そのものをさすことも多く、諸書 九月 扱い。多くはマガンをさし、 日本には秋に渡来し、 湖沼や湾など 群生し 、 春に北方へ帰る。 「海士」は海や湖で漁業に従事する人で、 「浦」とは密接な連想関係にある。その子どもであるから、水の冷たさには慣れていて、秋の終わりころでも平然と泳ぐとしたものか。 「紅葉」と「雁」は連想関係（ 『類船集』に「紅葉→雁」 「雁→紅葉」 ） 。 「海士」は「浦 苫屋 からの連想（そこ は謡曲「松風」 詞章が介在しているかもしれない）であると同時に、 成語「天津雁金」から「天」
は三十六歳。和英は調和の養子となってその俳系を継いだ人。里風号の人は複数いて詳細は不明ながら、ここは蘭台・無倫・艶士らの興行にたびたび参加する里風と見て間違い く、不角の撰集にも入集するほか、元禄十七年・宝永二年には自ら歳旦帖を出している。我笑号も複数の人がいる中、ここは無倫・艶士らの周辺にいた人とおぼし 。芭蕉が没して三年、不角・無倫に調和門の和英という、江戸の非蕉門系では主力級の人々が顔を合わせ、果たしていかなる俳諧を行なっているのかが、この歌仙に対する主たる関心事になる。各付合の分析にあたっては、①作者は前句をどう理解し、とくにどの点に着目 たか〔見込〕 、②その見込に基づき 句ではどのような場面・情景・人物像などを描こうと考え か〔趣向〕 、③その趣向に従い、どのような素材 表現を選んで一句にまとめ 句作 う三段階による分析方法を用いる。底本には『江戸書物の世界』 （笠間書院
　
平成
22年刊）所
収の翻刻本文を用い、雲英文庫蔵本を参照した。句の掲出にあたって 原典に忠実であることを第一義としつつ、字体は通 も 統一し、濁点と振り仮名（カナは原典にある通り）を私に付した。　　　 　　
歌仙
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秋九月（紅葉・秋の暮）
　
水辺体・植物木・夜分
〔句意〕秋も深まりゆく夕暮の浦辺には、紅葉の赤がきわだって、これを定家になぞらえて言えば、半分だけさびしいということ〔備考〕 「浦紅葉」は「浦の紅葉」を縮約 た表現らしく、海（ いし湖）の入江あたりに見 れる紅葉ということで、 「紅葉」は諸書に九月の扱 。この措辞は、 藤原定家「見渡せ 花も紅葉もなかりけり浦の苫屋の秋 夕暮」（ 『新古今集』 ）を踏まえるに相違なく、 定家が花も紅葉もな ことをもっ 、
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る時は、当らずしかも外さゞりけり」を踏まえるとおぼしく、この元にある仏国禅師の和歌「公案提撕の心を／たてぬまとひかぬ弓にてはなつ矢はあたらずながらはづれざりけり」 （ 『仏国禅師集』 ）が禅の公案に通じるもので ったように、本来これは悟入の境地を暗示するものであった。しかし、ここでは、未熟な腕で引くより 引かない方がましだという、一種の揶揄めいた言と見た方が く、それは前句の「あぶな〳〵」を危うげな手つきと見込んでのこ と考えられる。　　　
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〔句意〕日本はたしかに民を安心させる のありようだ。〔付合〕①前句を不戦の教えを言ったものと見て取 ②よく治まっていさかいのない社会を想定し、 ③日本国で民が安寧に暮らすのは明らかだとした。〔備考〕 「敷島の」は「大和」に掛かる枕詞で、転じて大和国や広く日本国をさす。ここでの「敷島の国」も 日本 いう国を大きく表していると見てよかろう。 「 よやか」は樹木などが高くそびえ立つさまから、厳かなありようを表す語で、さらに物事が明確なことをもさす。 「撫民」は為政者がをしっかり治め民をいたわることで、 「……体 は のような であ こと。歌論用語に「○○体」があり、 「敷島の道」が和歌をさすとい 知識も、一句の措辞を定める上で、作者の脳裡にあったことかも れない。　　　
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〔句意〕楊枝は六寸の長さがあり、白箸も何尺と う長さ ある。〔付合〕①前句で国がよく治まっているとい 点に着目し、②そのこと 何
との音通で導き出された可能性も高い。　　　
あまそゝぎあぶな〳〵の月影に
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降物・天象・夜分
〔句意〕雨だれが落ち、月影も危なっかしいさまであって。〔付合〕①前句の雁金を飛翔する雁と見換え、②海士と同音の雨を想起しつつ、雁に付き物の月を思い寄せ、③雨に危なげな風情の月と雁であるとした。〔備考〕 「あまそゝぎ」は「雨注ぎ」 、雨だれや霧雨をさし、和歌では軒端に落ちる水滴を詠むことが多い。ここは、前句の「海士」と 音通から導かれたのであろうし、歌題に「雲間 」 「雨中雁」などがあるこ も、この句で雨を出す一因かも れない。 「雁」と「月」は付合語 関係（ 『類船集』に「雁→月」 ） 。 「あぶな〳〵」は形容詞 危なし の語幹を重ね もので、副詞としておそるおそるの意に る一方、危ないこ を強調する表現でもある。あるいは、分相応の意をもつ「あふ あふな （両語は語源を等しくするとも言われる）を掛けているのかもしれない（木村尚志氏の教示） 。　　　
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〔句意〕弓を射る際の奥義は、 弦 引くことも矢を放つこともしないことだ。〔付合〕①前句 誰かが霧中でおそるおそる行動してい と見換え、②月から弓を想起し、危なげに弓を射ようとす 者とこ に注意 与える者を想定して、③弓の秘訣は引かず放たずだという 教訓的な言辞で 句に た。〔備考〕この付合は、 「月」を「弓」に見立てる常套的な発想（ 『類船集』 月←弓」 ）に多く よっていよう。 「極意」は学問や技芸 核心を突く重要なとがら。 「引ず放ず」は、謡曲「放下僧」の「引かぬ弓、 なさぬ矢にて射
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〔句意〕芳順の家の節振舞は仏様を迎えて行なわれる。〔付合〕①前句を先代 死去に伴う世代交代と見込み、正月の飾りを詠んだことにも着目して、②新年 行事で評判になったものはないかと探り、③芳順家では仏を客と 節の振舞が盛大 なされるとした。〔備考〕 「仏」は仏陀や仏像 ほか、死者・僧侶・仏教徒から慈悲深い人やお人よしまでをさす語。 「芳順」は吉原遊廓で遊女屋を営む山本芳順（芳潤とも）のことらしく、承応・明暦のころ、太夫の勝山が風呂屋女からその抱えとなって全盛を誇ったこと 、 『色道大鏡』などに記されて著名。 「節」は季節の変わり目 行事のことで、ここは式目的に春季であるべきことから、正月に馳走をする節振舞のこと 見られる。 「 が節」は未詳な ら、世間でも話題となるような節の振舞が盛大に行なわれたとおぼしく、それは亡くなった先代など 供養のためであったかもしれ い。　　　
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〔句意〕火
か
灯とう
口ぐち
からは、薄く霞がたなびく向こうに富士山が見えていて。
〔付合〕①前句を芳順なる風流人が好人物を集めての振舞 見換え、②気のよい人を集めての茶会を想定しつつ、そこから見える気持ち よい景観 何かと探り、③薄霞がたなびき、茶室の入口からは富士 見える し 。〔備考〕 「瓦焼口」は未詳。 「瓦焼」は瓦を焼くこ であ から、その窯の燃やし口をさすと う考え方も、一応はありえよう。しかし、それでは前句とのつながりが説明できず、 ここは「火灯口（瓦灯口） 」 こ かと推察される「火灯口」は家の壁などに設ける火灯形（上が狭く下が広がった方形） 出入り口のことで、とくに茶室の出入り口をいう場合が多い。
か身近なもので表そうと考え、地獄・極楽での箸の逸話を思い寄せて、③人々が使う楊枝も箸も非常に長いとした。〔備考〕 「楊枝」は歯の掃除をするための細く短い木 棒で、 「白箸」は木地のまま漆などを塗っていない白木の箸。 「六寸」は約十八センチ 尺」は約三十センチの長さ （ここは 「尺の」 で何尺かの長さがあることを表していよう）であるから、 「楊枝六寸」 「尺の 箸」も現実的なものではない。ここは、極楽 は 尺もの長箸で互いに食べさせ合うとされ 民間伝承を踏まえ、さらに楊枝を加えて、前句 治国ぶりを強調した であろう。　　　
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〔句意〕財産の譲与もすんで嫁の代となった正月、 楪や大根が飾られている。〔付合〕①前句の白箸を雑煮箸と見込みつつ、 い楊枝や白 を実用とは別の縁起物と見て、②正月に何かめ たいことが重なった家を想像し、③若い世代に家産が譲られた家では、正月の飾り物もめでたげ あるとした。〔備考〕ここでの「娵（嫁） 代 なる」は、舅・姑 隠居して息子が家長となり、その妻が家計の実権を握るようになった うこ 。 「楪」はトウダイグサ科の常緑高木 、新葉・旧葉の交代が目立つところからこ 名が付いたという。これが新年や祝事の飾り物に用い れ のも 交 （たとえば財産の移譲） いう象徴的意味を認められてきたか ほかならず、ここでも「楪」には「譲り」の意 掛けられている。 「かがみぐさ（鏡草） 」は元日の宮中で鏡餠 上に置いた輪切り大根のこ で、大根そ ものをもさす。　　　
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身投」に「いまだ十歳のうちにして、底の水屑とならせ給ふ」とあるのを受ける。 「綾錦」は美しい衣服をいう語で、安徳の着ていた美装をさす。　　　
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〔句意〕篝火の材は炭となって消え、月もまだ出ない宵闇である。〔付合〕①前句が安徳入水の一件を扱ったことを受けとめ、②その際 あたりの様相を想像し、平家の命運 同じくその夜は暗かったであろうと考え、③宵闇に篝火も消えてあたりは暗い した。〔備考〕 「篝」は鉄製の籠に松 を盛って燃やす火のことで、夜の照明に用いる。ここはそ 松材が炭になり、灯りが消えたということ。 「宵闇」は満月以後の十六日から二十日ころ、月の出が遅いため宵の間が暗い 。 『類船集』に「篝火→月遅き夜 が付合語として登載される。ちなみに、壇ノ浦での平家滅亡は三月二十四日であったのを ここで 秋季に取りなしている　　　
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〔句意〕山寺の門の近くにある田では筆の軸で鳴子 作り設けている。〔付合〕①前句の篝を鳥獣よけのためと見換え、②収穫 間近にし 田園風景を想定し、鳥獣に荒らされないための別の工夫 何かと考え、③山寺の前の田では鳴子が筆の軸で作ってあるとした。〔備考〕 「門田」は門の近くにある田。 「鳴子」は鳥獣による農作物 被害を防ぐため 仕掛で、 『毛吹草』等 諸書に八月の扱い。短い竹筒を板に掛け連ね、付けた縄や綱を引いて鳴らすので り、ここではそ 筒の代わりに古い筆の軸を用いているわけである。
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生類鳥・生類魚
〔句意〕かわいそうに、ミサゴがボラの稚魚を捕えている。〔付合〕①前句の富士を茶室から眺める遠景と見定め、②その近景には海が広がっていると考え、ここから目にできるであろう光景を探り、③鯔
ぼら
の稚魚
が惜しくも雎
みさご
鳩に捕まったとした。
〔備考〕 「鵃」は、 「鵃鮓集」という用例（文化十五年の士由編『美佐古鮓』の内題）から推して、ワシタカ科 鳥である雎鳩をさすと見られる。 「かける」には獣・鳥・魚などを捕える意味があり、ここは鵃が鯐を捕獲したということであろう。 「鯐」は「洲走」に同じく、 出世魚と れ 鯔 の称で、体長五～十センチ程度のものをさすという。 「 たら」 惜しいことに 意で、ここは小魚が鳥に捕まったことを受け、まだ幼い命なのにと大げさに言ったわけである。雎鳩も鯔も元禄ころの歳時記類には登載が い。　　　
安あんとく
徳の入
じゆすい
水滓
ミクヅ
の綾
あや
錦にしき
	
不角
　
初ウ５
　
雑
　
人倫・水辺用・衣類
〔句意〕安徳天皇が入水されて、華麗な衣装のまま海の水屑となった。〔付合〕①前句を海辺における生命の争いと見て、②海辺でくり広げられた人の争いとして源平の合戦を想起した上で、平家終焉 場面を思い浮かべ、③安徳は綾錦のまま入水して水屑になったとした。〔備考〕 「安徳」は八十一代の安徳天皇。高倉天皇の第一皇子であり、清盛の娘徳子を母として生まれ、三歳で即位したものの、平家の滅亡と命運 ともにし、壇ノ浦の海に沈んで八年の生涯を閉じる。 「滓」は屑・澱などをさす字で、 『書言字考節用集』等にはミクヅの読みがあ 。 「水 」は水中のごみをさし、はかない命 た えるのに用いられ、ここは『平家物語』 「先帝
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見ぬ色専
イトヾ
ふかき勾
こうたう
当
	
我笑
　
初ウ
10　
雑
　
恋（色…ふかき）
　
人倫
〔句意〕相手の容姿が見えないため、 いっそう色欲をつのらせる勾当である。〔付合〕①前句を元服後の髪をさわって恋情を冷ましているも と見定め、②それを若衆が好きな盲人ゆえの行為ととらえ、その人の好色ぶりを描こうとして、③なまじ見えないために勾当はますます情欲を深くするとした。〔備考〕 「色」は色彩のほかに 貌や愛情 どをも表す語で、 「色深 」には色欲が強いという意味があり、 ここでも容姿と情欲の両意で働いてい 。 「専」はモハラ・タクメなどとも読み、専一に集中するこ を表す字で 『書言字考節用集』等にはイトドの音がある。 「いとど」は程度がさらにはなはだしいさまを表す副詞。 「勾当」は盲人の官職で、検校・別当の下で座頭の上位に当たる。髪を握ったのを盲人ゆえと見たのであり、ここに一種の理屈が認められる。また、五感の一が欠如すると他が敏感に る され、それ 色情にも関連す との俗説も、この付合を成り立たせる要因の一つ あろう。　　　
名めいしよかう
所香片
かた
座ざ
は花の吉野方
がた
	
無倫
　
初ウ
11　
春三月（花）
　
花の句
　
芸能・名所
〔句意〕名所香の片側は吉野にちなむ桜花の座である。〔付合〕①前句を目に見えない趣を探る意と取りなし、②それは鼻で当てる香であろうと考え、花の定座であるこ も 慮しつつ、組香の場を想像して③名所香の片座は花の吉野方であるとした〔備考〕 「名所香」は香道における組香（あ 主題に沿って複数 木をたき、その香を言い当てること）の一つ。盤上に桜と紅葉の立物（造り物）立て、香を当てたらそれを動かして勝負を競うというもので、これは、桜名所である吉野と紅葉の である龍田 争いをかたどってもい 。 「片 」
　　　
傘かさ
の庵
いほり
に蔦
つた
の這
は
ふ迄
	
無倫
　
初ウ８
　
秋八月（蔦）
　
居所・植物草
〔句意〕傘の形の庵に蔦が這いまつわるほど、 ここでの暮らしも長くなった。〔付合〕①前句を山奥で自給自足する寺と見込み ②住職は土地に根付いてひっそり暮らすと考え、 ③傘のような庵に蔦が這うまでになっているとした。〔備考〕 「傘の」は や笠 ような形状をしてい こと（ 「傘」と「笠」は通用）で、ここは小さな庵が屋根にすっかり覆われた恰好であることを表していよう。なお、 筆の先端にかぶせる鞘を笠ともい （ 『類船集』に「笠→筆」 ） 、この付合にはそうした詞の連想が介在していると見られる。 「蔦」はブドウ科の落葉性つる植物で 『はなひ草』等 諸書に八月の扱　　　
元げんぷく
服の髪を握
ツてさむる恋
	
和英
　
初ウ９
　
雑
　
恋（さむる恋）
〔句意〕元服をした者の剃った髪を握って 、恋も っかり冷めてしまう。〔付合〕①前句を隠棲する道心者の住居と見換え ②そうした人 は性愛の対象となる美少年がいるはずと考え、その恋の終わる場面へと想像 進 、③前髪を落とした元服後の姿には恋も冷めてしま とした。〔備考〕 「元服」は主として男子の成人の儀式をいい、十五・六歳ころに行なうことが多く、これ以後は前髪や月代を剃り落とすのが習い。元服する前の少年は広く若衆と呼ば る一方、 「若衆」は衆 （男色 性愛）の対象となる美 をさす語でもあり、前髪 若衆の美の象徴 もされていた。 「寺」と「若衆」が付合語であるように（ 『類船集』に「若 →寺」 「寺→若衆」 ） 、僧侶 衆道の縁は深く、ここでも〈庵住→道心者→ 道〉 いう連想が働ているこ は間違いない。その意味で、打越の「山寺」 （ 『類船集』に「山寺→児」 ）から三句がらみの気味も感得される。
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た衣類をさす。 「沙弥」は仏門に入って修行をする未熟な僧。 「着初」は「着衣始」に同じく、正月三が日の吉日を選び、新しい着物を着る儀式。　　　
降ふ
リ年告
つぐ
る神の啼
なきざる
猿
	
里風
　
名オ２
　
雑
　
神祇・生類獣
〔句意〕猿が鳴いて今年は降り年であるという神の告げを伝える。〔付合〕①前句の身なりを潔斎の一環と見て、②民の困窮を救おうと修行者が神意を伺う場面を想定し、③神の使いである猿が鳴いて、旱魃 救 降り年になることを告げるとした。〔備考〕 「降
リ
年」は未詳ながら、雨がよく降る年のことであろう。 「啼猿」
は鳴き声を上げている猿のことで、テイエンという読みも知られるところながら、ここはナキザルと訓に読んでおき い。その鳴き声を神のお告げ 見たのであり、猿を神とし あがめる信仰も古くからある一方、比叡山 習合する近江の日吉大社や各地の日吉神社・日枝神社では猿が神使と れる。　　　
早さおとめ
乙女の早
さうか
歌御
ぎよせい
製に節
ふしつけ
付て
	
不角
　
名オ３
　
夏五月（早乙女）
　
人倫・芸能
〔句意〕早乙女たちは御製歌に節を付けて早歌にしている。〔付合〕①前句から豊年の約束といったことを感じ取り、②そのことを信じて田植に精を出すさまを想像し、そこ は神意にもつなが 何か特殊な要素があるはずと考え、③ の早歌は御製 たものであるとした。〔備考〕 「早乙女」は田植えをする少女ら ことで、本来は田 神に奉仕する特定の女性をさしたとされる。 「早歌」は中世歌謡 ある宴曲の別称で少し速い拍子で演じたこ による命名。ここはテンポよく歌われる田植歌をさすとおぼしく、 「早歌」の語の選択には、 「早乙女」の「早」からの連想も
は片方の座ということで、ヘンザの読みが知られる用例（ 『海道記』等）はあるものの、ここは組香を競う二座の片方ということであるから、カタザと読んでよいと判断する。 「花の吉野」は桜花の名所であ 吉野山ということ。「方」は接尾辞的な用法で、ある一方の側をさし、ここは名所香の一方が桜の立物を使うことをさす。ただ事実そ ままの一句であり、付合も〈見ぬ→嗅覚→香道〉という連想によっ までで、ひねりに 乏 い。　　　
屠とそ
蘇呑
のみまけ
負て水を罰
ばつぱい
盃
	
不角
　
初ウ
12　
春一月（屠蘇）
　
食物
〔句意〕屠蘇酒を飲む競争に負けて、水を罰杯として飲む。〔付合〕①前句が名所香という勝 を扱ったことに着目し、②負けた に罰があるとして罰杯を想起しつつ、前句とは別の酒を飲み合う勝負に連想が及び、③屠蘇を飲む勝負に敗れた罰は水 飲む であるとした〔備考〕 「屠蘇」は漢方薬の屠蘇散を酒や味醂にひたし、元日の祝儀に飲む薬酒。一般的な「罰盃」は、 として無理に酒を飲ませることをいい、詩歌を作る才などを競って敗れた者に飲ませる場合が多い。　　　
白しろ
無む
垢く
に木綿を沙
しや
弥み
の着
きそ
初はじめ
	
我笑
　
名オ１
　
春一月（着初）
　
衣類・釈教・人倫
〔句意〕真っ白い下着に木綿物を身に付けるのが沙弥 着衣始である。〔付合〕①前句を民間に多く見られる正月の光景と見て、②同じ時期に行なわれる行事として着
き
衣そ
始はじめ
を思い起こしつつ、一般とは別で修行に励む人のあ
りようを想像し、③沙弥の着衣始は白無垢に木綿の衣を着ることだとした。〔備考〕 「白無垢」は染めていない白の反物やそれを使って縫った着物 いい、 ここは白い絹による下着。 「木綿」は「木綿物」 ことで、 木綿 糸で織っ
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ることも含意する。最初は二荒山と呼ばれ、 後に日光と改まったものであり、語呂の面からもニコウザンと読んでおきたい。朝鮮通信使の旅程では、江戸の後に日光に行ったことが知られている。 「責る」は強く求めるの意が相当しよう。 「面」には音読符があり、メンと読ませることが知られるも、 味上は、相手の厚かましさを非難 ツラのニュアンスを看取すべきところ。「や有」の係り結びも反語の意で、やは 非難を込めた表現と見られる。　　　
立たち
ながら図
ず
ス飛ひ
鳥ちやう
雲くもみづ
水
	
無倫
　
名オ６
　
雑
　
生類鳥
〔句意〕立ったままの姿勢で飛ぶ鳥や雲・水などを描いている。〔付合〕①前句を日光社参の際の出来事と見換え、②気ままな要求をす のはお付きの絵師であろうと考え、そ 人 作画 様子 想像して、③立ったまま飛鳥・雲水を描いている した。〔備考〕徳川の歴代将軍は家康の命日（四月十七日）に東照宮 参拝 習いがあり、その様子を描いた社参図が多く残る で、画家 同行していたと見られる。 「図
ス
」は絵に描くこと。 「飛鳥」には音読符、 「雲水」には訓読
符があるので、ヒチョウ・クモミズと読む。 「飛鳥」は飛ぶ鳥のことで、 「雲水」は雲や水など いずれも自由な動きを本領とするも であり それらは描く対象であると同時に、描く主体のありようをも表象していよう。　　　
雪ゆき
獅じし
子の風にをのれを吹
ふき
破やぶ
リ	
和英
　
名オ７
　
冬十一月（雪獅子）
　
降物
〔句意〕雪で作った獅子が風に吹かれ、己の姿を崩しつつある。〔付合〕①前句から自然を愛して興の向くままに行動するさまを見て取り、②「雲→雪」の連想を介し、 童心のまま雪像を作って遊ぶさまを想像しつつ
あろう。 「御製」は天皇が詠んだ和歌や詩文。　　　
笠おうへいな毛
け
唐とうじん
人共
ども
	
和英
　
名オ４
　
雑
　
人倫
〔句意〕笠をかぶったまま横柄な態度の外国人たちである。〔付合〕①前句 特別な客に対して演じられる芸能と見定め、②〈早乙女→笠→唐人〉という連想により、その客として外国人を思い寄せ、どのような態度であろうか 想像し、③笠も取らずに無礼な毛唐 であるとした。〔備考〕 「田植歌」は田植の場における労働歌であると同時に、多分に芸能化して演じられるものでもあった。 「 うへい」は「横柄」で、奢った態度をとり無礼であること。 「毛唐人」は外国人を卑しめていう語。ここは長崎の商館に居留するオランダ人や朝鮮通信使などが想定されるところで、将軍への拝謁のため、オランダ商館長らが江戸に赴いた際のもてなしを想像したものかもしれない。なお、七句を隔てる いえ、 「傘」と「笠」の重出不用意 そしりを免れないであろう。 「早乙女」も「唐人」 「笠」と連想関係にある（ 『類船集』に「笠→早乙女・唐人 ） 。　　　
日に
光くわう
山ざん
たばこを責
せむ
る面
めん
や有
ある
	
里風
　
名オ５
　
雑
　
名所・山類
〔句意〕日光山でも煙草をねだるとは、どの面
つら
を下げてのことなのか。
〔付合〕①前句の外国人を朝鮮通信使 見定め、②その横柄さの一端を具体的に描こうと考え、通信使は日光にも寄ったことを思 起こし、③家康ゆかりの日光でも煙草をほしがると 実に面 皮が厚い した。〔備考〕 「日光山」 は現在の栃木県日光市にある輪王寺 山号 と に、男体山を中心とする山岳群の総称でもあり、家康を祀る東照宮がある地であ
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女妙
たえ
が西行を諫めた故事（謡曲「江口」等）は著名であり、この付合の背景
にもそのことがあると見てよかろう。　　　
孕はら
むと尼になる御
み
影えい
堂だう
	
不角
　
名オ
10　
雑
　
恋（孕む）
　
人倫・釈教
〔句意〕子を身ごもると尼の姿になって御影堂で暮らす。〔付合〕①前句が江口を舞台にした点に着目し、②ここに暮らす遊女のありようを想像し、 〈江口→尼崎→ 〉の連想も介 て、 その妊娠した場合を考え、③孕んだ女は一時的に尼となって御影堂に入るとした。〔備考〕 「孕むと尼になる」に関して、 『落窪物語』には希望せぬ懐妊で子をなした四の君の「わが身心憂し。尼になりなむ」と嘆く場面があり 〈懐→出家〉という発想にはある種の普遍性もあったことが知られる。ただし、ここは、望まぬ妊娠をして、身二つになるまでの間を でやり過ごそうというのであろう。前句との関係で解すれば、それは江口 遊女 起きた出来事 とに り、そもそも、この「尼」の語は、 「 から近隣の地名「尼崎」を介して（ 『類船集』 「江口→尼が崎」 ）導かれたも と見られる。 「御影堂」は寺院で開山・宗祖などの肖像を安置した堂 こと。　　　
影きよめ月もこぼるゝ花
はな
石ざくろ
榴
	
我笑
　
名オ
11　
夏五月（花石榴）
　
月の句
　
天象・夜分・植物木
〔句意〕月が清めようと放つ光を受け、石榴の花が美しく照り映えている〔付合〕①前句の懐妊して尼になるという点 着目し、②悪鬼から仏教の守護神となった羅
ら
刹せつ
を想起しつつ、望まぬ妊娠という罪深さを清める景気句に
しようと考え、③燃えるような石榴の花を清らかな月光が照らすと た。〔備考〕 「きよめ」は「清め」で、 「清影」は清らかな月光をさ 語。ここは
その像のはかなさも思いやり、③雪の獅子が風に吹き削られているとした。〔備考〕 「雪獅子」は雪を固めて作る獅子の像。雪まるげ・雪仏・雪達磨などと同類の雪遊びで、諸書に十一月の扱い。 「雲」 「雪」 「風」は相互に密接な関係（ 『類船集』に「雪→雲・たゆむ山風」 風→雲」 「雲→雪」 ） 。　　　
酒の諫
いさめ
を生
なまゑひ
酔のいふ
	
我笑
　
名オ８
　
雑
　
食物
〔句意〕自分もかなり酔った者が、酒で間違いを起こすなと人に忠告する。〔付合〕①前句から吹雪の趣を看取するとともに、自らを駄目にするような感じをも受け取って、②雪から酒の連想で 飲みの失態と うこ に想像が及び、③酒の諫言をする側もそこそこに酔っているとした。〔備考〕 「酒の諫」は酒に関する忠告。 「生 」は少し酒 酔った人をいう場合と、相当に酔った人をいう場合があり、 こは泥 ないまでも相応に酔った者と見るのがよかろう。 「雪」と「酒」は一般的な連想関係（ 『類船集』に「雪→酌酒」 ）で、 「酒」と「諫」も同様（同じく 諫→酒宴」 ） 。　　　
世よのなか
中の直
ちよく
を江口が舟の棹
	
無倫
　
名オ９
　
雑
　
名所・水辺体
〔句意〕世の中の直きことを象徴し、江口 往来する舟の棹 危 げない。〔付合〕①前句を五十歩百歩の行為と見て取り、②その皮肉な感じをいかうと考えつつ、 「諫」から 直」 、酒から歓楽街 思い寄せ、③江口の遊女を目当てに舟がまっすぐやって来るのも、世間の正しさの現れであ とした。〔備考〕 「直」は正しくまっすぐなことで ここはチョクと読めばよかろう。「江口」は現在の大阪市東淀川区の地名で、淀川から神崎川 分流する所にあり、西海と京を結ぶ河港と て繁栄し、遊女 多い でも知られ 。遊
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き、③証拠の弥陀として法賀とやらを挙げている僧であるとした。〔備考〕ものも しく仏教めいた詞を重ねた一句ながら、 「法賀」は未詳で、「証拠の弥陀」も意味不明。案ずるに、これは、生半可な理解のままに説法する僧とそ 聴衆を詠んだものであろう。 「法賀」は「法楽」 「法悦」などに準じ、信仰がもたらす喜びの意と見ればよく（ 賀」は冥加にも通じよう） 、「証拠の弥陀」は「弥陀の証拠」 （ 『往生要集』には「念仏証拠」とある）を逆にしたも で、阿弥陀如来を信仰して念仏を修する根拠の意と見れば足りる。わざと怪しげな語句・表現をひねり出して、理解の足りない僧や衆生のありようを示 、前句の「土龍」に変わらないとしたのであ 。　　　
幕の物見も十
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因いん
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雑
　
釈教
〔句意〕幕の物見穴から覗く世界は、これも十二因縁ということになる。〔付合〕①前句を大道説法でのことと見定め ②近くには幕 張っ の興行が並ぶと想定し、③十二因縁さながらの景が幕の穴の向こうにあると た。〔備考〕 「幕の物見」はその向こうを覗き見るた に幕にあけた穴で、 『好色五人女』巻一ノ三に見える「幕の人見」も同一であろう。ここ 見世物興行の幕をさすとおぼしく、前句の怪しげな説法僧に、これ 怪しげな興行（因果による奇形と称したものを せ ことが多い）を向かわせた あろう。「十二因縁」は釈尊が菩提樹下で悟ったとされる真理で、無明・行・識・名色・六処・触・受・愛・取・有・生・老死 十二を生存の構成要件と て立て、これらは因果的な連鎖関係にあるとしたもの。過去・現在・未来の三世を流浪する輪廻のありようも、この十二の因果関係によって 明される。　　　
塊かたまり
の積
つも
る所が佃
つくだ
島じま
	
里風
その意もかすめながら、 「影きよめ月もこぼるゝ」で、月の光が花石榴にこぼれかかって、その花の姿を清めているというのであろう。一方、 「こぼる」は色があふれ出るように美しく照り映えるこ をもさし、この意も掛けられている。 「花石榴」はザクロ科の落葉小高木である柘榴（石榴） 花のことで、諸書に五月の扱い。その赤橙色 花弁は、燃え ようなと形容されるの。また、 『類船集』に「柘榴→十羅刹」とあるのは、羅刹が元は人の血肉を食べる悪鬼であったこと よるも で、羅刹女や鬼子母神（両者は合祀されることが多く 江戸 もそうした鬼子母神堂 いくつもあった）は仏に帰依する際、釈迦から人を食べずに柘榴を食べるよう勧められたとされる。　　　
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〔句意〕擂鉢を使う音に驚き、モグラが地中に沈んで く。〔付合〕①前句から静寂な夜のさまを感じ取り、②そうした中で物音がした場合の影響を考え、 ③擂鉢の音を聞いたモグラは わてて土 もぐるとした。〔備考〕 「土龍」はモグラ科に属す 哺乳類の総称 、ムグラ・モグラ・ムグラモチ・ウグロモチなど種々の呼び方がある。地中での生活を基本とすため、 目は退化しており、 音や匂い 対して敏感に反応する。 「擂鉢」は味噌・胡麻などを入れ擂
すり
粉こ
木ぎ
ですりつぶすための鉢。
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〔句意〕阿弥陀に帰依する証拠に僧が挙げるのは、法賀とやらいうそうだ〔付合〕①前句がモグラの勘違いであった点に着目し ②それを一種の比喩と見て、迷妄の中をさまよう衆生へ想を翻して、怪しげ 説 の場 思 描
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これとは対照的に花を楽しむ人々を描こうと考え、③花見車の同行者とあちらこちらを指さしているとした。〔備考〕 「此面彼面」はあちらこちらの意。吉井美弥子氏の教示によると、 『源氏物語』に三例の使用があり、 ここは「夕顔」巻の冒頭場面を踏まえた（ 「乳」から乳母を連想したか）可能性が高く、挙句の「藤」もその延長にあろうかとの由。とすれば、光源氏が牛車から粗末な家々を眺めたように、指をさすのは下々の生態への関心なの もしれない。 「相車」は誰かと一緒 乗車すること。花見 人手を当て 乞食が喜捨を求める近くを、この一行は通っているのであり、向付と見ら る。　　　
藤の下
したつゆ
露鷹に飼ふ也
	
我笑
	
　
挙句
　　
春三月（藤）
　
植物木・生類鳥・降物
〔句意〕藤からしたたる露を鷹に飲ませて飼い育てるこ である。〔付合〕①前句を武士など上流階級 花見 見込み ②そうした人の屋敷には藤や鷹小屋があると想像し、③藤の 露を与え 鷹を飼う だと た。〔備考〕 「藤の下露」は藤の枝葉からしたたり落ちる露のことで、 「藤」は諸書に三月の扱い。 「飼ふ 動物に餌や水を与えるこ で、さら はそて飼育することも意味する語。前句を上級武士 行為と見て、鷹狩のための鷹が飼育され 、その邸内 様子を描いたものと見られる。　
以上の分析から、次の二つのことが指摘できる。一つは、前句のことでは
なく、そこから想像される場面を表現しようとしたも が多く、その意味ではたしかに心付（句意付）が中心であるというこ 。もう一つは、 そ でも、詞から詞への連想が発想上の大きな部分 占めがちで いうこと。　
後者について補足すると、いわゆる詞付が付合語や連想される語句を組み
　
名ウ３
　
雑
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〔句意〕砂か何かの固まりが積み重なってできた所が、佃島ということだ。〔付合〕①前句で因縁ということが示された点に着目し、②何か奇瑞譚めかした一句を出そうと考え、③佃島は塊の寄り集まりなのだとした。〔備考〕 「佃島」は隅田川の河口にあった小島（現在は埋め立てにより東京都中央区佃の 部 成す） 。 「塊の積る……」は諺「ち つもつ 山」のもじりで、佃島は砂州の陸化したものだから、ここでの「塊」は砂の固まり なる。 それを奇談風 語り口でまとめたところに、 作者のねらいがあろう。 一方、「固まり」は信仰心に固まった集団を さす で 語と語 つながりという意味では、これが前句の「十二因縁」を受けるの もしれない。　　　
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〔句意〕乳を飲んで育つ幼少期に 自分が乞食になることなど知りは ない。〔付合〕①前句の小が大になったという点に目を付け、②ここから人間の成長ということに想を翻し、子どもには先の姿など自覚でき い に思いが至り、③乳児の身で自分が乞食になるなど 知りはしないとし 。〔備考〕 「乳に育内」は 与えられて成育する期間。世襲を基本とする世の中であるから、育てている親も乞食の身としてよい かも れない。　　　
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春三月（花）
　
花の句
　
植物木
〔句意〕こっちだあっちだと指さしながら、花見 車に同乗している。〔付合〕①前句を今は乞食になっている者 感慨と 換え ②花の定座であることも考慮して、その者が人出の多い花見の場に ことを想像し つ
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かというに、よくありがちな世事を観相風に表し、柳風狂句の先蹤とも言うべき一句となっていて、それはそれで興味深いことながら、二 を通して何かを表現しようという意識までは看取できない。一見、芭蕉流の疎句化と同一路線かと見える付合も、その内実 、前句に付けるよりも付句自体のおもしろみを優先して、一句立の方向に一歩を踏み出すものだったのである。また、前句を一種のたとえ 見て それ 対応した人 探るという も、この歌仙に見られる一つの傾向で、 「土龍 沈む擂鉢の音／法賀とよ証拠の弥陀に挙
ル
僧」 （名オ
12・名ウ１）などがその顕著な例となる。これも、たし
かに親句ではないものの、二句による形象という点では疑問 余地があり、くり返されれば安易な手法ともなりかねない付け と言える。 改めて思えば「前句は是
これ
いかなる場、いかなる人と、其
その
業わざ
・其位を能
よく
見定め、前句をつき
はなしてつくべし」 （ 『去来抄』 ）という 芭蕉が元禄期に追究した付合手法は、想像力の駆使と詞を選び抜く努力を不可欠とするもの あ た。蕉門内でもその理解・実践にはばらつきがあったのである ら、これを俳壇全般に求めること自体が、そもそも無理ということ かもしれない。　
結局、当該歌仙だけを俎上に乗せて見るならば、心付が主流であることは
間違いなく、世相や人事をた みにすくいとって、興味深い内容を表していることに疑いはない。それでも、詞の連想 頼っ 面が少なからず見ら るのも事実であり、芭蕉俳諧との比較という視点をこ に持ち込むと、前句にふさわしい場面を想像し、位を重視して付けるという意識を見るこ はできないのであった。これを敷衍して、芭蕉流と他派の違 はこの点にある 断言してよいのかどうか。それ 今後の課題と い。
佐藤
　
勝明（和洋女子大学
  人文学部
  日本文学文化学科
  教授）
（令和元年十一月十五日受理）
合わせて一句にすることであれば、この歌仙の場合、そうした単純な付け方はほとんど見られない。にもかかわらず、多くの付合で詞の縁の介在が指摘できるこ は、見てきた通りである。たとえば、脇や第三に見られるように、〈天→海士→雨〉という同音を利用した語の選択は 趣向の段階だけでなく、句作の段階にまで残ることがあるのであって、名オ
10・
11で「影」の字が重
用される も、句想にあたって同字を積極的に使っ いうことな あろう。 〈江口→尼崎→尼〉という連想によった名オ９・
10、 〈笠→早乙女・唐人〉
の連想による名オ３・４など、発想が詞 基づくこ を示す付合 枚挙にいとまがないし、 「篝は炭に月も宵闇」 （初ウ６）のように 「篝火→月遅き夜」（ 『類船集』 ）の付合語を句作にそのまま かし かと見られる例もある。やはり、この連衆にとって、付ける際の何よりの手がかりは詞だっ のでありそれを少し広げて言えば、作者たちはとくに①→②の過程で知識 頼 た発想をしがちなのであった、 いうことになる。　
そして、ここでさらに問題とすべきは、そのような場合、②→③の過程で
ひねりが加えられることは稀少で、ただその発想に依拠した句作になりがちだということである。 『平家物語』 取材した「安徳の入水滓の綾錦」 （初ウ５）などがその典型例で、安徳入水の件を思 つい こと 満足し そ に何らかの改変や工夫が入ることはなく、ただ故事そのまま 句 終わっている。周知の通り、芭蕉晩年の連句で 、句作段階で思 切っ 捨象や独特の具象化が目立ち、故事・古歌等 踏まえる際にも独自な発想の冴えが見られたのであり、無倫・不角らと 懸隔はここに認められなければならない。は、蕉風 は詞に頼らない疎句の付合が志向されていた点も、この連衆に無縁のことであったのだろうか。た えば、 「雪獅子の風にをのれを吹破
リ
／酒の諫を生酔のいふ」 （名オ７／８） 場合、 「雪→酌酒」 「諫→酒宴」 （ 『類船集』 ）といっ 連想語の介在はあるにしても、二句間の距離は大きく、前句から離れた付句となってい ことに間違いはない。しか 、その句 どう
